
別紙１：サービス概要

「Nadia クラウド for 研究会」は、データセンターに保管された医用画像を、参加者である医師や放射線技師が各自のＰ
Ｃやタブレット端末のブラウザーを利用し、簡単・快適に閲覧可能なクラウドサービスです。
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・医用画像/参照用アプリを事前にPCやUSB等
へコピーする必要があった。

・情報漏えい等のセキュリティー面で不安があった。

Ｃやタブレット端末のブラウザーを利用し、簡単・快適に閲覧可能なクラウドサービスです。
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・情報漏えい等のセキュリティー面で不安があった。

・医用画像に加え、参照用

大型専用ディスプレイが

必要であった。

・演者のスライド・画像参照のスピードでしか

参加者は画像を閲覧できなかった。

病院/診療所 ＜医用画像データの登録＞

演者（主催者）が医用画像を圧縮、匿名化し、
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Nadia クラウド for 研究会を利用すると

研究会/症例検討会
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演者（主催者）が医用画像を圧縮、匿名化し、

簡単、高速にデータセンターへ保管。

ネットワーク
（ブロードバンド回線、モバイル回線等）

データセンター
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（ブロードバンド回線、モバイル回線等）

医用画像

＜医用画像データの参照＞

参加者が、データセンターに保管された医用画像を各自の端末における

インターネットブラウザーを利用し、研究会個別のURLにアクセスし閲覧。

学会

□ 参加者が自身の端末ブラウザーで医用画像を閲覧できるため、症例の理解をより深めることが期待できます。
□ 研究会当日のみならず事前/事後学習で利用できるため、効率的なスキルアップが期待できます。
□ 会場で広域ネットワークを利用することにより、大容量のデータも高速/快適に閲覧することが期待できます。
□ 医療画像はダウンロード（保存）することなく閲覧可能なため、セキュリティー面の向上が期待できます。

Nadia クラウド for 研究会
を導入した場合のメリット



別紙2：「Nadia クラウド for 研究会」 のブラウザー画面（イメージ）

研究会当日、参加者は自身のＰＣ/タブレット等のブラウザーを用い、簡易操作で、各自が見たい画像を
自由に縮小/拡大/回転等が出来るため、参加者のペースで症例画像の閲覧が可能になります。自由に縮小/拡大/回転等が出来るため、参加者のペースで症例画像の閲覧が可能になります。

※ 専用端末、専用アプリケーションは不要で、インターネットブラウザーがあれば利用できます。
※ 動作環境に関しましては別途専用サイト（https://prorad.jp/nadia/）にて、ご確認ください。
※ 推奨解像度は、1024×768(XGA)以上です。


